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刃
物
研
ぎ
方
講
習
会�

�
開
催
さ
れ
る

８
月
21
日
㈰
和
田
公
民
館
に

お
い
て
、
和
田
商
工
親
和
会
が

主
催
の
刃
物
研
ぎ
方
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

上
條
会
長
と
壱
匠
の
ご
主
人

ご
指
導
の
下
、
参
加
者
の
皆
さ

�

南
栗
遺
跡
見
学
会
に�

�

参
加
し
て

７
月
27
日
㈬
に
南
栗
遺
跡
の

見
学
会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
５
月
９
日
㈪
か

ら
始
ま
り
11
月
末
ま
で
調
査
す

る
予
定
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
遺

跡
は
平
安
時
代
の
集
落
跡
で
、

竪
穴
建
物
跡
、
掘
立
柱
建
物
跡
、

緑
釉
陶
器
な
ど
が
み
つ
か
っ
て

い
る
と
長
野
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
調
査
指
導
員
の
河
西

克
造
氏
に
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
発
掘
調
査
現
場
に

行
き
、
土
の
中
に
平
安
時
代
に

使
用
さ
れ
て
い
た
器
が
埋
ま
っ

た
状
態
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
見
た
と
き
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
か
の
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。

二
十
数
年
前
、
風
景
写
真
を

撮
り
始
め
、
途
中
か
ら
は
妻
も

加
わ
っ
て
、
こ
こ
信
州
の
風
景

を
撮
り
続
け
て
い
ま
す
。

レ
ン
ズ
越
し
に
見
る
風
景

は
、
そ
の
度
に
新
し
い
発
見
が

有
り
、
こ
の
地
に
暮
ら
し
て
い

る
事
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
素
晴
ら
し
い

自
然
を
、
後
世
に
伝
え
る
事
の

大
切
さ
も
痛
感
し
ま
す
。

こ
の
度
は
、
地
元
窪
田
空
穂

記
念
館
で
、
私
共
夫
婦
の
写
真

展
を
開
催
し
ま
す
。
空
穂
の
故

郷
信
州
の
四
季
の
風
景
を
、
御

覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

岩
垂
義
明

和
田
公
民
館
で
は
本
年
度
の

和
田
地
区
文
化
祭
に
併
せ
、
窪
田

空
穂
記
念
館
と
の
共
催
で
記
念

館
を
会
場
に
、「
岩
垂
義
明
・
と

み
子
写
真
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

空
穂
が
詠
む
故
郷
信
州
と
、
岩
垂

夫
妻
が
一
瞬
に
捉
え
た
自
然
の
美

が
溶
け
合
う
空
間
と
な
り
ま
す
。

文
化
祭
当
日
は
パ
ン
フ
レ
ッ

川
瀬
に
は
立
つ
と
は
見
え
ね

立
つ
霧
の
峡
に
あ
ら
わ
れ

白
く
も
昇
る�

（
歌
集
青
水
沫
よ
り
）

キ
ャ
リ
ア
学
習
会�

�

開
催
さ
れ
る

７
月
５
日
㈫
に
松
本
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業

で
和
田
、
新
村
、
島
立
公
民
館

推
選
の
７
名
の
講
師
に
よ
る

キ
ャ
リ
ア
学
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
和
田
か
ら
は
、
ゆ
め

の
里
和
田
の
山
崎
施
設
長
、
和

田
町
郵
便
局
の
永
井
局
長
、
松

本
市
博
物
館
の
山
村
学
芸
員
に

よ
る
各
々
の
事
業
所
の
仕
事
内

容
や
や
り
が
い
、
大
変
な
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、

生
徒
の
皆
さ
ん
は
将
来「
働
く
」

こ
と
に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら
し

て
い
ま
し
た
。

和田の
世帯数・人口
世帯数� 1 , 5 1 3 戸
人　口� 4 , 1 7 5 人
　男� 2 , 0 4 2 人
　女� 2 , 1 3 3 人

（令和4年．9.1現在）

高綱中学校
２年生

和田商工
親和会
による

ト
持
参
で
入
場
が
無
料
と
な
り
、

記
念
館
の
展
示
物
も
見
学
で
き

ま
す
。（
当
日
以
外
は
写
真
展
の

み
無
料
）

■�
写
真
展
：
令
和
４
年
11
月
５

日
㈯
～
15
日
㈫
、月
曜
日
閉
館

■�

文
化
祭
：
令
和
４
年
11
月
６

日
㈰　

※
行
事
等
の
詳
細
は

別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「躍動」岩垂とみ子さん

山崎施設長の老人福祉の講
義を受ける生徒たち

講師の上條会長の説明を受
ける受講者

河西調査指導員の説明を受
ける参加者

書道講座で一字書に
チャレンジ 宿題を早くすませて

遊ぼう

ん
は
砥
石
を
使
っ
て
各
自
の
刃

物
を
研
ぎ
ま
し
た
。
切
れ
る
よ

う
に
な
る
と
嬉
し
く
て
、
ま
た

一
段
と
愛
着
が
わ
き
、
大
切
に

使
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

�

太
子
堂　

渡
辺

ま
た
土
の
色
で
、
そ
の
場
所
が

カ
マ
ド
が
あ
っ
た
所
、
柱
が
立
っ

て
い
た
所
だ
と
い
う
こ
と
が
分

か
る
そ
う
で
す
。

２
時
間
弱
と
短
い
時
間
で
し

た
が
、
発
掘
の
様
子
が
わ
か
り

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

発
掘
し
て
い
る
所
は
毎
日
見

学
で
き
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、

実
際
に
発
掘
し
て
み
た
い
方
も

募
集
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
行
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。�

長
谷
川

地区公民館長会と青少年育成会の協力で
「「芝っ子芝っ子のの夏休み学習会夏休み学習会」」を開催

「
窪
田
空
穂
の
故
郷
信
州
・
巡
り
来
る
四
季
」

岩
垂
義
明
・
と
み
子
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
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赤
と
ん
ぼ

松
本
市

和
田
地
区�

の
皆
さ
ん
、

こ
ん
に
ち

は
。株

式
会

社
デ
リ
カ

は
農
業
分
野
で
使
わ
れ
る
作
業

機
や
、
ト
ラ
ク
タ
と
作
業
機
を

連
結
す
る
装
置（
３
点
リ
ン
ク
）

を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
会
社

で
す
。

弊
社
は
、
１
９
５
３
年
（
昭

和
28
年
）
に
松
本
市
幸
町
で
創

業
し
ま
し

た
。
当
初

は
船
舶
用

内
燃
機
を

製
造
し
て

い
ま
し
た

が
、
58
年

に
長
野
県

経
済
連
と

の
取
引
を
通
じ
て
耕
運
機
に
取

り
付
け
る
ト
レ
ー
ラ
ー
（
運
搬

機
）
の
製
造
・
販
売
を
開
始
し
、

農
業
分
野
に
参
入
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
ト
ラ
ク
タ
の
普

及
を
見
越
し
て
、
62
年
に
ト
ラ

ク
タ
に
取
り
付
け
る
堆
肥
散
布

機
な
ど
の
製
造
を
開
始
。
68
年

に
は
ト
ラ
ク
タ
と
作
業
機
械
を

読
書
の
秋
、ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

食
欲
の
秋
、
皆
さ
ん
は
ど
の
秋

を
堪
能
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

ま
だ
ま
だ
先
の
見
え
な
い
コ

ロ
ナ
禍
で
の
生
活
で
す
が
、
こ

ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
身
近
な
場

所
を
散
策
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
今
ま
で
気
づ
か

な
か
っ
た
新
し
い
発
見
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
日
も
早

く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
こ
と
を

願
う
日
々
で
す
。

�

蘇
我　

永
田

夏
バ
テ
回
復
に

食
生
活
改
善
栄
養
指
導
員

磯
部
紀
子
さ
ん
よ
り

松
本
臨
空

工
業
団
地

連
結
す
る
「
３
点
リ
ン
ク
」
の

製
造
を
始
め
ま
し
た
。
こ
う
し

て
農
業
用
の
作
業
機
械
を
開

発
・
製
造
す
る
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ

企
業
の
地
位
を
固
め
て
き
ま
し

た
。88

年
に
現
社
名
に
変
更
し
、

91
年
に
松
本
臨
空
工
業
団
地
に

本
社
工
場
を
新
築
移
転
し
ま
し

た
。
２
０
２
０
年
に
は
さ
ら
に

第
二
工
場
も
竣
工
し
、
業
容
拡

大
と
競
争
力
の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。

弊
社
の
企
業
概
要
と
し
て

は
、
従
業
員
が
１
６
０
名
い
ま

す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
信

地
域
に
住
ん
で
い

ま
す
。
そ
し
て
取

引
先
は
、
全
国
農

業
協
同
組
合
連

合
会
、
Ｊ
Ａ
を
始

め
、
ク
ボ
タ
、
ヤ

ン
マ
ー
、
井
関
農

機
な
ど
ト
ラ
ク

タ
メ
ー
カ
ー
様
で

す
。
ま
た
、
タ
イ

王
国
に
も
子
会
社
が
あ
り
国
内

と
同
じ
く
農
業
機
械
を
製
造
・

販
売
し
て
い
ま
す
。

近
年
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｃ
Ｏ

２
削
減
が
必
要
不
可
欠
な
取
組

事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
有
機

ナス �300g［インゲンを入れてもよい］
ズッキーニ �150g
玉葱 200g
ピーマン 80g
黄パプリカ �200g
トマト �450g
にんにく 1かけ

1　�ナス、ズッキーニは２cmの厚さに輪切り、玉
葱は２cmのくし形に切る。ピーマン・パプリ
カはたて半分に切り、種とワタをとる。ピー
マンは縦半分に切る。パプリカは縦３～４等
分に切り、長さは２～３等分に切る。トマト
は６～８等分のくし形切りにし、横半分に切
る。にんにくはつぶす。

2　�厚手の鍋にオリーブ油、にんにくを入れて火に
かけ炒め、香りが出たら玉葱を加え２～３分炒
める。ナス、ズッキーニ、パプリカ、ピーマン
を順に加え、そのつど２～３分ずつ炒める。

3　�トマトを加え、塩、こしょうで調味し、ふたを
してときどき混ぜながら弱火で30分ぐらい煮
る。火を止め味をなじませる。

作り方

材料（4人分）
塩 小１・1/3
こしょう 少々
オリーブオイル 大2

農
業
と
、未
来
へ
。」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
地
球
環
境
と

食
の
安
全
・
安
心
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
て
、
有
機
農
業
を
応
援

す
る
作
業
機
を
中
心
に
展
開
を

図
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
イ
チ

押
し
商
品
は
マ
ニ
ア
ス
プ
レ
ッ

ダ
と
言
わ
れ
る
堆
肥
散
布
機
の

シ
リ
ー
ズ
で
、
国
内
シ
ェ
ア
は

50
％
以
上
で
す
。
こ
の
和
田
地

区
を
始
め
、
松
本
市
内
の
農
家

さ
ん
で
も
ご
活
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
弊
社
に
は
毎
年
の
よ

う
に
近
隣
の
小
学
校
が
社
会
科

見
学
に
訪
れ
ま
す
が
、
大
型
の

作
業
機
を
目
の
当
た
り
に
し
て

歓
声
を
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
美
し
い
和
田

地
区
と
松
本
臨
空
工

業
団
地
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
、
周
辺
の

環
境
美
化
活
動
を
始

め
様
々
な
活
動
を
通

し
て
地
域
の
発
展
に

貢
献
い
た
し
ま
す
。

そ
し
て
、
安
全
・
安

心
で
美
味
し
い
食
料

生
産
を
支
え
る
農
業

発
展
の
た
め
に
邁
進
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

弊
社
の
詳
し
い
内

容
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

［本社工場］

［近隣小学校の社会科見学］

株
式
会
社

株
式
会
社  

デ
リ
カ

デ
リ
カ
紹紹
介介

松本環状高家線

県道新田松本線
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